




する生物は海水から栄養を得る懸濁物食者が主体であり

個体数も少なかった｡ また, 堤防内湿地では, 水の交換

も悪く底質も有機物含有量が高くヘドロ化しており, 生

息する底生生物も最も少なかった｡ 一方, 浚渫土を用い

た人工干潟においては, 泥分を混合することから, 底質

の有機物含有量が増加し, 懸濁物食性に加えて表層堆積

物食性の生物が増加することがわかった｡

各干潟で出現した底生生物の個体数と底質の個体数と

の関係を図５に示した｡ ある適度な有機物量 (���は

５～������	
��) を含有する底質のところで個体数が

極大値を示した｡ これは, 干潟底質が多量の有機物を含

むほど, 定着するマクロベントスは減少するが, 有機物

含有量が少なすぎることもマクロベントスの減少につな

がることを示す｡ すなわち清純な底質より, 適度に有機

物を含む底質のほうがマクロベントスの定着に適してい

るといえる｡ これは小課題 ｢浚渫土を用いた人工干潟の

環境への影響調査｣ で得られたマクロベントスの定着に

適した底質の条件 (���は３～�
����	
��) とほぼ

同様の傾向を示し, 天然干潟においても同様なことがい

えることが分かった｡
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図５ 形態別干潟に生息する底生生物と
底質の���との関係




